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Ⅰ　生体調節研究所の研究目的と特徴
生体調節研究所では、前身である内分泌研究所時代より一貫してホルモンなどの生体調節シグナルの研究をミッションとしてきている。平成16年度からの法人化により定められた中期計画においても、本学として重点的に取り組む領域として掲げられている『生命体における、増殖、分化、高次機能発現、再生、退行などの情報受容伝達系の解明』という大きな課題のもと、研究所では内分泌・代謝系・神経系を核とする生体情報システムの統合制御機構を基礎医学的に解析することを目的としている。さらに、内分泌代謝系の異常と密接にリンクする糖尿病、肥満、動脈硬化、高血圧など生活習慣に起因する病態の発症要因を解明し、その成果を応用、発展させて、胎児・成体幹細胞移植、治療遺伝子導入技術を駆使した病態制御法の開発を総合的に推進することを目的としている。研究所で行われている個々の研究をさらに詳しくみれば、例えばホルモン産生細胞における分泌顆粒形成機構、開口放出の分子機構、細胞の極性形成の制御機構、カルシウムシグナルやチロシンリン酸化シグナルを介する細胞内・細胞間シグナル伝達機構、脂質メディエーターの受容体研究など生体情報シグナルに関する基礎的な研究があげられる。また、これらと並行して、糖尿病や肥満などの代謝疾患の原因遺伝子同定、動脈硬化の病態に関わるシグナル、糖尿病の再生医学あるいはがん・老化を制御する因子の研究など臨床的課題に直結する研究を推進している。

ことに上記の中期計画における研究を推進する上で、研究所において特筆すべき点は、平成14年度より採択された21世紀COEプログラム『生体情報の受容伝達と機能発現』の実施を通じて、研究の推進と若手研究者の人材育成を目標としていることである。さらに、このプログラムの成果が高く評価され、平成19年度より新たに採択されたグローバルCOEプログラム『生体調節シグナルの統合的研究』においては、研究領域を従来の内分泌代謝系・神経系に免疫系を加え、この生体の３大調節系の教育研究を秋田大学との連携を通じて相補的かつ相乗的に展開し世界的水準の研究拠点を目的としている。この取組は、国際的競争力をもつ研究を生み出し、産生された基礎研究成果をイノベーション創出に繋げ、我が国の生命科学研究の次代を担う若手研究者を育成する上でも、今後の地方大学の取りうる先駆け的な例になると高く評価されている。従って、本プログラムを通じた研究を推進することが研究所における重大な目的であると位置付けている。
さらに、研究所では21世紀COEプログラム「生体情報の受容伝達と機能発現」で構築された研究体制を継承し発展させて平成19年４月１日に改組を行い、新たに代謝シグナル研究展開センターを所内に設置した。この新センターでは、上記中期計画の実施にあたり、特に代謝調節に関与するシグナル伝達系の研究を推し進める「代謝シグナル解析分野」、新規発光プローブの開発とそのシグナル研究・臨床医学への応用を目指す「シグナルイメージング分野」、また代謝疾患を含む生活習慣病のトランスレーショナルリサーチを目指す「トランスレーショナルリサーチ分野」より構成され、分子細胞生物学から臨床代謝学までの幅広い研究展開を目的としている。

［想定する関係者とその期待］

関係者としては、生命科学における基礎研究の関係者及び臨床医学研究の関係者。さらに、研究資金を主に支援する日本学術振興会、文部科学省等の関係者。期待としては、生体調節シグナルの研究成果並びに生活習慣病をはじめとする様々な疾患の臨床的課題解明につながる研究成果。

Ⅱ　分析項目ごとの水準の判断
分析項目Ⅰ　研究活動の状況
(1) 観点ごとの分析

	観点　研究活動の実施状況


 (観点に係る状況)

研究の実施状況
①　論文・著書等の研究業績や学会での研究発表の状況
　研究活動の最も顕著な指標である論文数であるが、16年度以降において、各年度30-40報で推移しており、さらにその質を示すインパクトファクター（IF）の平均が4.9と、高い水準を維持している（資料Ｉ－Ａ）。論文の内訳をみると、バイオサイエンス全体を扱うトップジャーナルであるNature、J Cell Biol、J Clin Invest、EMBO J、Proc Natl Acad Sci USA、Mol Cell Biolをはじめ、Diabetes、J Neurosci、Blood、Gastroenterologyなど内分泌代謝、神経系、血液免疫系、消化器系の各専門領域で高く評価されているジャーナルに多くの論文を掲載している。
　さらに、研究成果の発信にも活発な活動を展開しており、多くの国際学会における招待講演、あるいは国際学会の主催を行っている（資料Ｉ－Ｂ）。
資料Ｉ－Ａ　論文・著書数とIF

	区分
	平成16年度
	平成17年度
	平成18年度
	平成19年度
	計

	原著論文
	44
	件
	35
	件
	32
	件
	38
	件
	149
	件

	IF（平均）
	5.3
	
	5.0
	
	4.3
	
	4.8
	
	4.9
	

	著書
	英文
	1
	件
	1
	件
	1
	件
	1
	件
	4
	件

	
	和文
	5
	件
	11
	件
	5
	件
	10
	件
	31
	件


資料Ｉ－Ｂ　国際学会での発表状況
	区分
	平成16年度
	平成17年度
	平成18年度
	平成19年度
	計

	主催件数
	1
	件
	2
	件
	3
	件
	2
	件
	8
	件

	参加件数
	9 
	件
	6
	件
	19 
	件
	24
	件
	58
	件

	主催した主な
国際シンポジウム等名
（開催時期）
	・　COE若手国際セミナー（平成17年2月） 

・　The 21st COE International Symposium, Gunma University

 “Molecular Physiology and Pathology of Membrane Traffic”

 （平成18年11月）
・　COE International Seminar by Young Scientists（平成19年2月）
・　Global COE International Symposium on Membrane Traffic（平成19年11月）
・　Global COE International Symposium on Molecular Insight into Metabolic Disease（平成20年1月）


②　研究成果による知的財産権の出願・取得状況、③　共同研究の実施状況、④　受託研究の実施状況
　研究所での研究成果の実用化の指標として、特許の出願がこの４年間で18件、特許取得は２件ある（資料Ｉ－Ｃ）。外部機関特に企業などとの共同研究、受託研究の実施、さらには諸外国との共同研究も活発に行われている（資料Ｉ－Ｄ、Ｅ、Ｆ）。
資料Ｉ－Ｃ　研究成果による知的財産権の出願・取得状況

（単位：件）　　
	区　分
	平成16年度
	平成17年度
	平成18年度
	平成19年度
	計

	出願件数
	８
	２
	６
	２
	１８

	取得件数
	０
	０
	２
	０
	　２


資料Ｉ－Ｄ　共同研究の実施状況

 （単位：円）

	No.
	研究費
総　額
	研究費
	研究員
費
	研　　究　　題　　目
	研究者

	1 
	6,000,000
	6,000,000
	0
	オーファン受容体に対する内因性リガンドの分離同定
	立元　一彦

	2 
	2,500,000
	2,500,000
	0
	神経脱落疾患の治療を目指した研究(2)
	石川　巧一

	3 
	250,000
	250,000
	0
	きのこ由来の新規生理活性物質の探索
	久保原　禅

	4 
	50,000
	50,000
	0
	SHPS－１の血球系細胞機能調節に関する研究
	的崎　　尚

	5 
	2,770,000
	2,770,000
	0
	SiRNAを用いたGPCRのノックアウト細胞の解析
	岡島　史和

	6 
	420,000
	0
	420,000
	遺伝子欠損マウス作製用ベクターの構築
	原田　彰宏

	7 
	2,800,000
	2,800,000
	0
	Ｇ蛋白結合型受容体のリガンド検索に関する共同研究（オーファン受容体に対する内因性リガンドの分離同定）
	立元　一彦

	8 
	420,000
	0
	420,000
	Ｇ蛋白結合型受容体のリガンド検索に関する共同研究（オーファン受容体に対する内因性リガンドの分離同定）
	立元　一彦

	9 
	2,500,000
	2,500,000
	0
	神経脱落疾患の治療を目指した研究(3)
	石川　巧一

	10 
	2,770,000
	2,770,000
	0
	SiRNAを用いたGPCRのノックアウト細胞の解析
	岡島　史和

	11 
	2,500,000
	2,500,000
	0
	神経脱落疾患の治療を目指した研究(4)
	石川　巧一

	12 
	3,000,000
	3,000,000
	0
	GPCRのシグナル伝達機構の解析
	岡島　史和

	13 
	9,933,000
	9,933,000
	0
	疾患関連遺伝子探索技術の開発
	堀川　幸男

	14 
	2,500,000
	2,500,000
	0
	神経脱落疾患の治療を目指した研究(5)
	石川　巧一

	15 
	3,906,000
	3,515,000
	0
	疾患関連遺伝子探索技術の開発
	堀川　幸男

	16 
	3,300,000
	2,970,000
	0
	GPCRのシグナル伝達機構の解析
	岡島　史和


資料Ｉ－Ｅ　受託研究の実施状況

（単位：円）
	No.
	契約日
	研　究
完了日
	研究費
	研　　究　　題　　目
	研究者

	1 
	H16. 4. 1
	H17.3.31
	10,000,000
	体性幹細胞システムを利用した糖尿病再生医療の確立( 主要５分野研究開発委託事業（LP）再生医療の実現化プロジェクト・幹細胞治療開発領域）
	小島　　至

	2 
	H16.11.30
	H17.3.31
	650,000
	雄の生殖細胞の卵子型インプリントの導入ー雄どうしは交配できるか？
	畑田　出穂

	3 
	H17. 1. 7
	H17.3.31
	2,600,000
	候補ＳＮＰの獲得とハプロタイプ解析
	堀川　幸男

	4 
	H17. 5. 9
	H18.3.31
	1,300,000
	雄の生殖細胞の卵子型インプリントの導入－雄どうしは交配できるか？
	畑田　出穂

	5 
	H17. 5. 9
	H18.3.31
	1,300,000
	転写因子ネットワークにおける候補遺伝子の大規模シーケンスによるＳＮＰ探索
	志原　伸幸

	6 
	H17. 4. 1
	H18.3.31
	9,200,000
	体性幹細胞システムを利用した糖尿病再生医療の確立
	小島　　至

	7 
	H18. 4. 3
	H19.3.31
	8,300,000
	体性幹細胞システムを利用した糖尿病再生医療の確立
	小島　　至

	8 
	H18. 4. 3
	H19.3.31
	1,300,000
	転写因子ネットワークにおける候補遺伝子の大規模シーケンスによるSNP探索
	志原　伸幸

	9 
	H18.10.17
	H19.2.28
	2,000,000
	樹状細胞機能制御を利用した新しい難病治療法の開発
	的崎　　尚

	10 
	H19. 4. 2
	H20.3.31
	13,000,000
	大規模DNAシーケンス
	志原　伸幸

	11 
	H19. 4. 2
	H20.3.31
	10,000,000
	体性幹細胞システムを利用した糖尿病再生医療の確立
	小島　　至

	12 
	H19. 7.31
	H20.3.31
	2,000,000
	新規肥満治療薬、糖尿病治療薬の開発
	久保原　禅

	13 
	H19. 8.29
	H20.3.31
	1,000,000
	マイクロアレイを用いた網羅的エピゲノム解析法の開発
	畑田　出穂

	14 
	H19.11. 7
	H20.3.31
	1,300,000
	イリジウム錯体を用いた癌などの低酸素組織イメージング技術の開発
	竹内　利行


資料Ｉ－Ｆ　外国との共同研究実施状況

	相手国名・研究機関名
	研究プロジェクト等の概要

	米国：ピッツバーグ大学
	細胞間シグナル伝達機構の研究

	スウェーデン：ウメア大学
	細胞間シグナル伝達機構の研究

	スイス：チューリッヒ大学
	変異プロインスリンが膵β細胞障害を起す機序

	米国：国立ユダヤ医学研究センター
	デジタル共焦点顕微鏡の細胞構造解明への応用

	オーストラリア：GroPep社
	新しいベータセルリンδ４の研究

	韓国：プサン大学・薬学部
	平成17〜18年度（二国間共同研究）プロトン感知性Ｇ蛋白連関受容体と脂質性シグナル分子の生理的役割

	イタリア：トルベルガータ大学
	スフィンゴシン1-リン酸の抗結核感染作用

	韓国：嶺南大学
	嶺南大学代謝・糖尿病センターとの合同セミナー開催

	韓国：プサン国立大学
	プロトン感知性Ｇ蛋白連関受容体と脂質性シグナル分子の生理的役割

（JSPS−KOSEF joint 日韓共同研究）

	米国：コロンビア大学
	転写因子Ｆｏｘ０１のインスリン作用における役割の解析


⑤　COEに関して
　研究所を中心とした組織により、平成14年度より採択された21世紀COEプログラム『生体情報の受容伝達と機能発現』の実施を行い、中間評価では「Ａ」評価を得て(別添資料１)、平成17年度より研究費も大幅な増額を得た（資料Ｉ－Ｇ）。また最終事後評価では、「期待どおりの成果があった」との評価を得ている（別添資料２）。このプログラムの成果が高く評価され、平成19年度よりグローバルCOEプログラム『生体調節シグナルの統合的研究』が新たに採択されている。この審査に際して、群馬大学と秋田大学との連携を通じて相補的かつ相乗的な研究を展開する本プログラム計画が、今後の他大学への及ぼす影響が大であると高く評価されると共に、期待されている（別添資料３）。
別添資料　
(別添資料１、２)　「21世紀COEプログラム」中間評価、事後評価の書面
(別添資料３)　　　「グローバルCOEプログラム」審査結果
資料Ｉ－Ｇ　文部科学省研究拠点形成費（COEプログラム）補助金受入状況
（単位：千円）  

	区　　　　分
	平成16年度
	平成17年度
	平成18年度
	平成19年度

	21世紀COEプログラム（生命科学分野）
（生体情報の受容伝達と機能発現）
	38,000
	75,900
	77,077
	

	グローバルCOEプログラム（生命科学分野）
（生体調節シグナルの統合的研究）
	
	
	
	152,711


(注)１．間接経費を含む。
２．グローバルCOEにおいては秋田大学分を除く額。
研究資金の獲得状況
①　科学研究費補助金受入状況（資料Ⅰ－Ｈ）

資料Ｉ－Ｈ　科学研究費補助金受入状況
（単位：百万円）　　　　　　
	研　究　種　目
	平成16年度
	平成17年度
	平成18年度
	平成19年度

	
	件数
	金額
	件数
	金額
	件数
	金額
	件数
	金額

	 特定領域研究  
	19 
	88 
	20 
	73 
	24 
	72 
	18 
	73 

	
	10 
	
	9 
	
	8 
	
	8 
	

	 基盤研究
	18 
	49 
	11 
	41 
	17 
	59 
	25 
	60 

	
	12 
	
	11 
	
	13 
	
	17 
	

	 萌芽(的)研究
	8 
	3 
	7 
	4 
	5 
	5 
	11 
	7 

	
	1 
	
	2 
	
	3 
	
	4 
	

	 奨励研究（A)
	0 
	0 
	0 
	0 
	0 
	0 
	0 
	0 

	
	0 
	
	0 
	
	0 
	
	0 
	

	 若手研究
	4 
	5 
	9 
	21 
	9 
	8 
	14 
	15 

	
	4 
	
	5 
	
	4 
	
	8 
	

	 学術創成研究費
	0 
	0 
	0 
	0 
	0 
	0 
	0 
	0 

	
	0 
	
	0 
	
	0 
	
	0 
	

	計
	49 
	145 
	47 
	139 
	55 
	144 
	68 
	155 

	
	27 
	
	27 
	
	28 
	
	37 
	


※　件数の上段は申請件数、下段は採択件数
②　競争的外部資金受入状況
資料Ｉ－Ｇと同じ
③　共同研究受入状況、受託研究受入状況、寄附金受入状況（資料Ⅰ－Ｉ）
資料Ｉ－Ｉ　奨学寄附金等の受入状況
（単位：百万円）　　　
	区　分
	平成16年度
	平成17年度
	平成18年度
	平成19年度
	計

	民間等との共同研究
	件数
	 6
	件
	 4
	件
	 3
	件
	 3
	件
	 16
	件

	
	金額
	12
	
	 8
	
	15
	
	10
	
	 45
	

	受託研究
	件数
	 3
	件
	 3
	件
	 3
	件
	 5
	件
	 14
	件

	
	金額
	13
	
	12
	
	12
	
	27
	
	 64
	

	奨学寄附金
	件数
	18
	件
	15
	件
	13
	件
	27
	件
	 73
	件

	
	金額
	26
	
	17
	
	21
	
	36
	
	100
	


④　寄附講座受入状況
　寄附講座の受け入れはない
(2) 分析項目の水準及びその判断理由

(水準)　期待される水準を大きく上回る
(判断理由)

　中期計画にあげた研究目的に沿って、十分な成果を得ることができた。研究活動については、論文発表並びに学会活動において国際的に極めて高い水準にある。国内外との共同研究も活発であり、特許取得など研究成果の社会的還元にも努力している。これらの研究活動を支える研究費の取得は、科学研究費を中心に多方面の資金ソースから得ている。研究資金ソースの中核をなすのは、日本学術振興会、文部科学省によるもの（科研費、COE経費）であるが、16年度より毎年科研費の獲得は漸増し、また、地方大学にありながら極めて難関とされたグローバルCOEに採択された。これらの実績を考慮すると、日本学術振興会、文部科学省を中心とする関係者からの期待を上回る実績を挙げたと考えている。以上より、上記と判断した。

分析項目Ⅱ　研究成果の状況
(1) 観点ごとの分析

	観点　研究成果の状況


(観点に係る状況)

　研究所を代表する優れた研究業績を概観すると、業績（1003、1004、1005、1006、1007、1009,1017）は、細胞の極性形成の制御機構あるいはホルモン産生細胞からの開口放出の分子機構といった細胞機能の基本メカニズム解明に寄与する質の高い研究である。また、これらの成果は中期計画における研究所の研究目的である内分泌・代謝系・神経系の制御機構の解明に関与すると共に、糖尿病・内分泌異常、痴呆、消化器疾患、がんや老化など臨床的課題の解明に繋がる研究でもある。業績（1001、1002、1008、1010、1011、1012）は、様々な生体情報シグナル（ストレスシグナル、膜チャネル機能、脂質メディエーター受容体機能、細胞内・細胞間シグナル伝達機構）に関する新たな研究知見であり、研究目的の柱となる課題に沿った成果である。一方、業績（1013、1014、1015、1016）は、消化管、肺、膵細胞などの分化・増殖制御に関する研究であり、また、これらの研究成果は、自己免疫の治療や糖尿病の再生医学と密接にリンクすることから研究所の目指す研究目的の達成に大きく貢献している。代表研究業績リストにはないが、他に糖尿病や肥満などの代謝疾患に関連する遺伝子同定、動脈硬化の病態に関わるシグナル分子の研究などが挙げられる。研究所における上記の研究は、我が国における近年の高齢化社会と生活様式の変化を背景とした、生活習慣病やがん、神経疾患などに対する予防・治療法の開発戦略を求める社会的な要求に対しても、十分に応えうる成果であると考えられる。
(2) 分析項目の水準及びその判断理由
(水準)　期待される水準を上回る

(判断理由)
　中期計画にあげた研究所の研究目的に沿った質の高い多数の論文発表を行うことができた。これらの結果は、研究所における研究活動が、生命科学における基礎研究関係者、あるいは、医学の臨床領域研究の関係者より幅広く評価されていることの明瞭な証である。以上より、上記と判定した。

Ⅲ　質の向上度の判断
①　事例１「論文数、IF値に関して」(分析項目Ⅰ・Ⅱ)

(質の向上があったと判断する取組)

　研究活動の最も顕著な指標として、論文数並びに論文の質をあらわす数値としてインパクトファクター（IF）がある。下記の図１、図２に、研究所における、平成16年度より19年度４年間の英文論文総数、並びにIFを示すが、法人化以前４年間のそれらと比較して、極めて高い水準を維持していると言える。特に、１論文あたりのIF平均値は4.9と高値であり（ 参照５－３頁、資料Ｉ－Ａ）、この水準を維持していることからも、論文数のみでなく個々の研究が国際的に見て極めて質の高い研究であることが伺い知れる。
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②　事例２「グローバルCOEの採択、研究費の獲得に関して」(分析項目Ⅰ・Ⅱ)

(質の向上があったと判断する取組)

研究活動のもう１つの顕著な指標として、研究費の獲得があげられる。これは、申請研究の採択が、各研究専門領域研究者の厳しい審査（ピアレビュー）により決定されるので、国内における他の施設と当研究所の研究レベルを客観的に比較評価するのに最も優れた指標であるからである。すでに「II分析項目ごとの水準の判断」で記述したが、研究所を中心とした組織により、平成14年度より採択された21世紀COEプログラム『生体情報の受容伝達と機能発現』の実施を行い、中間評価により、平成17年度より研究費が大幅な増額を得た。また、このプログラムの成果が高く評価され、平成19年度より地方大学からは極めて難関とされたグローバルCOEプログラム『生体調節シグナルの統合的研究』が新たに採択された。この２点から、法人化以後研究の質がより向上していると外部から評価されたと言えよう（参照５－６頁、資料Ⅰ－Ｇ）。また、研究費全体の取得額についても、例えば科研費及び奨学寄附金の取得額の年次推移（図４、５）をみると、法人化以後も、それより以前４年間の各年度毎の取得額の水準を維持している。
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③　事例３「その他の事項」(分析項目Ⅰ･Ⅱ)

(質の向上があったと判断する取組)

特許の出願が法人化以後４年間で18件と、それ以前４年間の８件に比較して著増している（図６）。
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図２. IFの合計








図１. 総論文数





図５. 科研費以外の外部資金の取得額の年次推移





図４. 科学研究費配分額の年次推移





図６. 特許出願数
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